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町
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
の

認
識
を
問
う

答
国
県
の
助
成
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
（
町
長
）

問

櫻さ
く
ら
ざ
わ沢

　
保た

も
つ

議
員

問
①
町
の
税
収
は
、
平
成

21
年
度
23
億
３
０
０
０
万

円
が
27
年
度
は
16
億
２
２
０
０
万

円
と
７
億
８
０
０
万
円
の
減
収
。

こ
の
間
一
貫
し
て
減
収
傾
向
。
減

収
額
の
ト
ー
タ
ル
は
約
26
億
円
。

大
変
な
減
収
・
落
ち
込
み
で
あ
り

放
置
で
き
な
い
状
況
。

　

②
町
の
財
政
調
整
基
金
・
貯
金

額
は
、
平
成
21
年
度
11
億
３
２
０

０
万
円
が
27
年
度
3
億
９
０
０
０

万
円
。大
幅
に
貯
金
が
減
少
。一
方
、

町
の
地
方
債
・
借
金
は
、
平
成
21

年
度
24
億
８
７
０
０
万
円
が
27
年

度
40
億
３
２
０
０
万
円
。
大
幅
に

借
金
が
増
加
。

　

③
町
民
は
、こ
の
間
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
、
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保

険
税
の
値
上
げ
な
ど
各
種
の
負
担

が
増
大
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
現
状
、
町
民
に
各
種
の

負
担
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
認
識
・
責
任
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長

税
収
の
減
は
大
手
企

業
の
撤
退
が
大
き
く

影
響
。
財
政
調
整
基
金
は
神
流
川

沿
岸
地
区
負
担
金
及
び
大
雪
に
よ

る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
復
旧
等
に
使

用
。
地
方
債
は
中
学
の
校
舎
改
築

事
業
等
に
使
用
。
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
と
認
識
。
国
県

の
助
成
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

下
水
道
事
業
は
ム

ダ
・
非
効
率
な
事

業
。
計
画
を
見
直

し
予
算
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と

問
①
下
水
道
事
業
は
、
多

額
の
費
用
を
要
し
町
の
財

政
を
圧
迫
（
最
近
５
年
間
の
下
水

道
事
業
費
は
７
億
４
２
０
２
万
円
。

年
平
均
１
億
４
８
０
０
万
円
）。

　

②
一
方
、
下
水
道
の
整
備
状
況

は
、
事
業
開
始
後
10
年
で
わ
ず

か
に
25
％
。
整
備
完
了
ま
で
に
、

今
後
30
年
間
、
約
５
０
０
世
帯

２
４
９
０
人
の
た
め
に
、
毎
年
・

毎
年
約
１
億
４
８
０
０
万
円
の
事

業
費
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

③
町
全
体
の
人
口
が
減
少
し
、

空
き
家
が
目
立
ち
、
高
齢
の
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い

て
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
家

庭
は
、
現
在
わ
ず
か
に
26
世
帯
。

今
後
も
飛
躍
的
な
増
加
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

　

④
非
効
率
な
事
業
計
画
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
下
水
道
事
業
の
予

算
を
大
幅
に
削
減
し
、
削
減
し
た

お
金
は
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
た

め
に
重
点
的
に
使
用
し
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

町
長

下
水
道
事
業
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
費

用
対
効
果
を
考
え
た
と
き
疑
問
が

残
る
地
区
も
あ
り
ま
す
が
、
県
が

事
業
主
体
で
あ
り
本
庄
市
等
の
構

成
市
町
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
と
、

計
画
の
見
直
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

今定例会での一般質問は 3名。町のことについて
活発な議論が交わされました。

おじさんは怒
っています。

ムダ使いは許
されない！

美里ＭＳミムリン

ミムリンの
一口メモ
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中
学
校
入
学
時
の

支
度
金
助
成
事
業
に
つ
い
て

答
保
護
者
の
要
望
等
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
（
教
育
長
）

問

田た

端ば
た

恵え

美み

子こ

議
員

答
町
の
未
来
を
望
む
方
向
へ
努
力
を
し
続
け
る
（
町
長
）

問

根ね

も

と本
　
孝た

か

よ代
議
員

問
中
学
校
入
学
時
の
支
度

金
助
成
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な

る
充
実
を
願
い
伺
い
ま
す
。

　

中
学
校
入
学
時
に

は
、
例
え
ば
制
服
や
体

育
着
等
で
は
、
男
子
約

７
万
５
０
０
０
円
、
女

子
で
は
７
万
２
０
０
０

円
、
ま
た
、
自
転
車
購

入
で
は
、
平
均
6
万
円

か
か
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
も
約

14
万
円
か
か
る
そ
う
で

す
。「
少
し
で
も
支
度

金
の
助
成
が
あ
れ
ば
」

と
、
た
め
息
交
じ
り
に

保
護
者
が
告
白
さ
れ
ま

し
た
。
保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
大
変
必
要
な
事
業
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
学
用
品
や
給
食
費

な
ど
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
保

護
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
議
員
提
案
の
支
度
金
助

成
制
度
も
申
請
者
の
所
得
基
準
や

支
給
要
件
の
設
定
は
必
須
で
あ

り
、
事
業
実
施
に
は
課
題
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
要
望

等
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

美
里
町
職
員
育
成

の
重
要
性
に
つ
い

て問
町
職
員
の
育
成
に
は
、

い
さ
さ
か
の
疑
問
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
県
か
ら
は
、

３
人
の
課
長
職
と
指
導
主
事
１
人

の
出
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
出

向
者
に
女
性
が
い
ま
せ
ん
。
見
方

を
変
え
る
と
十
分
な
町
職
員
の
育

成
に
は
至
ら
ず
、「
県
の
人
材
を

充
て
た
の
で
は
」
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
柔
軟
な
思
考
力
を
備
え
た

人
材
の
育
成
、
ま
た
、
課
を
統
合

し
柔
軟
な
組
織
運
営
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

町
職
員
の
人
材
不
足

を
補
う
た
め
派
遣
依

頼
し
た
の
で
は
な
く
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
推
進
、

県
や
協
定
市
町
と
の
広
域
調
整
及

び
本
事
業
の
建
設
工
事
等
に
か
か

る
技
術
指
導
の
た
め
で
す
。
ま
た
、

新
た
な
企
業
等
の
導
入
地
区
推
進

の
た
め
、
農
政
に
精
通
し
た
職
員

派
遣
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
町
職

員
の
人
材
育
成
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
研
修
等
に
参
加
さ
せ
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

課
の
統
合
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
よ
り
向
上
す
る
組
織
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き

検
討
し
ま
す
。

問
町
で
は
人
口
減
少
問
題

が
よ
り
深
刻
化
す
る
中
、

住
民
の
暮
ら
し
や
地
域
、
自
治
体

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
持
続
可
能
な
地
域
、
自
治
体

を
構
築
し
て
い
く
の
か
は
喫
緊
な

課
題
で
す
。
政
府
自
体
も
地
方
創

生
を
打
ち
出
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
る
美
里
町
の
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
性
を
示
す
と
き
、
本
町
に

お
い
て
、

　

①
安
定
し
た
雇
用
が
つ
く
れ
る

か
。

　

②
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
れ

る
か
。

　

③
若
い
世
代
の
結
婚
、
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
ら
れ
る
か
。

　

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
地
域
と
地
域
の
連
携
す
る

ま
ち
づ
く
り
が
可
能
か
、
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長

地
方
創
生
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
国
を
初

め
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
公
共
団
体

で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
施
策
に
取
り
組
も

う
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
の

策
定
を
手
が
け
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
今
年
度
中
に
策
定
い
た

し
ま
す
。

　

安
定
し
た
雇
用
や
人
の
流
れ
で

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
完
成
を
契
機
に
企
業
誘
致
等

に
邁
進
し
、
子
育
て
支
援
や
地
域

の
活
性
化
対
策
な
ど
に
よ
り
、
魅

力
あ
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
美
里
に
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
美
里
町
に
と
ど
ま
り
、

ま
た
町
外
の
方
が
「
美
里
町
へ
来

た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
計
画
策
定
に
向
け
、

産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
等
の

推
進
組
織
を
含
め
た
振
興
計
画
審

議
会
の
設
置
及
び
住
民
の
皆
様
か

ら
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
、
第
５
次
総
合
振
興
計

画
の
ア
イ
デ
ア
の
募
集
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
方
よ

り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
ア
イ
デ

ア
を
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
皆
様
や
住
民
の
皆
様
に
途

中
経
過
や
素
案
の
ご
報
告
等
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
を
募

集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

総
合
戦
略

の
４
つ
の
基

本
目
標
が
可

能
か
と
の
こ

と
で
す
が
、

就
任
以
来
、

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、

各
種
施
策
を

推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
策

定
す
る
総
合
戦
略
も
含
め
、
美
里

町
の
未
来
を
望
む
方
向
へ
努
力
を

し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

地
域
の
再
生
と

　
地
方
創
生
に
つ
い
て

議会の傍聴はどなたでもできます。議場の雰囲気を、
ぜひ体験しに来てくださいね♪

美里ＭＳミムリン

産・官・学・金・労・言とは、産業界・行政・大学・
金融機関・労働団体・言論界のことです。

ミムリンの
一口メモ

ミムリンの
つぶやき

美里ＭＳミムリン

美里中学校の登校風景


